
～令和 2 年度畜産関係町単独事業一覧～ 

 

☆繁殖素牛導入・自家保留促進助成事業 

○事業内容 

・繁殖素牛を自家保留または市場導入した農家に対して助成する。 

 補助金は自家保留牛が 10 万円、導入牛が税込みセリ価格のうち 40 万円を超えた額の 3 分の 2 に

相当する額で、上限額は 10 万円とする。1 農家あたり 5 頭を上限とする。 

○補助の主な条件 

 【導入牛】 

（１）子牛セリ市で購買した 12 ヶ月齢以内の牛で、町農政課畜産係及び JA 天城事業本部畜産課

係が優良繁殖素牛と認めた牛 

【保留牛】 

（１） 子牛セリ市名簿の自家保留欄に記載されていること。 

（２） 当該牛の体高が（社）全国和牛登録協会黒毛和種正常発育曲線の標準異常であること 

 

☆敷料助成事業 

○事業内容 

・乾燥した寝床の確保、暑さ対策、清潔な寝床の確保、子牛の下痢予防、親牛分娩事故予防を目的

とし、天城町敷料生産組合で生産された敷料を購入する農家に対して、敷料価格（2，400 円/１ｍ3）

の 50％を助成します。 

 

☆天城町繁殖牛管理用機械等導入事業 

○事業内容 

・肉用牛の分娩事故率の軽減を図ることを目的に、牛舎施設の整備に係る資材及び肉用牛管理機械

の導入を行う農家に対して、予算の範囲内で助成を行う。 

 

【助成対象】 

補助の対象は、下記の資材及び肉用牛管理機械の導入に係る経費とする。 

(１) ライブカメラ本体（固定式・回転式・移動式） 

   モバイルルーター 

   設置工事費            経費の 40％以内とし、その限度額を７万円とする。 

(２) 個体管理システム本体 

モバイルルーター 

    設置工事費           経費の 1/3 以内とし、その限度額を１０万円とする。 

(３) 申請時において繁殖雌牛の飼養頭数が２０頭未満農家のスタンチョン購入費 

経費の 40％以内とし、その限度額を３万円とする。 

 



令和 2 年度肉用牛関係事業について （JA 事業） 

 

肉用牛経営安定対策補完事業 

事業の種類 補助対象経費 補助率または額 

繁殖雌牛の導入促進 優良な繁殖雌牛の増頭

による中核的な経営体

の育成を支援する。 

 

奨励金 

10 万円，8 万円／頭 

（能力の高い牛） 

生産基盤拡大加速化事

業（増頭奨励金） 

優良な和牛の増頭を図

る経営体を支援する。 

奨励金 

24.6 万円，17.5 万円／

頭（飼養規模による） 

簡易牛舎等の整備 増頭などに資する簡易

牛舎の整備、施設の改

良に必要な資材の支給

及び器具機材の導入。 

（増頭が必須条件） 

例年 2 月～4 月中に申

込受付。 

 

１／２以内 

（上限 250 万円） 

 



徳之島優良雌牛導入助成事業 

事業の内容 
徳之島中央家畜市場で優良雌牛を購入した島

内農家へ 1 頭につき 6 万円を補助します。 
 

優良雌牛とは 
① 徳之島肉用牛改良委員会で定めた種雄牛の産子 

② 全国和牛登録協会の示した発育標準を上回る牛 

上記の条件を満たした牛で、セリ開始前に品

評会を行い、そこで選定された子牛を優良雌

牛とします。（毎月おおむね 3 頭） 
 

優良雌牛は「たすき」を掛けてセリ上場 

品評会で選定された雌子牛は「たすき」を掛

けてセリに上場しますので、優良雌牛の目印

にして下さい。 

 



農家 市町村

クラスター事業の事務の流れについて

① 事業要望書 農家 市町村

中央協会 畜産協会

② 事業要望承認通知 中央協会 畜産協会

③ 事業参加申請書 農家 市町村

中央協会 畜産協会

④ 事業参加承認通知 中央協会 畜産協会

農家 市町村

⑤ 機械導入 販売店 農家

⑥ 実績報告 農家・販売店 市町村

中央協会 畜産協会
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